
このほど令和5年度技術講習会を集合(組合会議室)とWeb(各社)で開催しました。受講者は

集合19名､Web13名でした。講習会では講師の共和ｺﾝｸﾘｰﾄ工業㈱ 技術部技術顧問の松岡智

氏が「ｺﾝｸﾘｰﾄ生産性向上検討協議会の活動状況と土木学会ｺﾝｸﾘｰﾄ標準示方書の改訂(蒸気

養生されたＰＣａｺﾝｸﾘｰﾄ製品の耐久性の影響と照査)」についてわかりやすく講義されま

した。受講した人は業界として興味のある最新の内容に耳を澄ませて熱心にメモをとる様

子がありました。

　最後に､活発な質疑応答が行われ令和5年度の技術講習会は終了しました。

　　　　　　　　講師の共和ｺﾝｸﾘｰﾄ工業㈱ 技術部 技術顧問 松岡智氏　     　あいさつする小河原隆次委員長
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とき／令和5年9月12日(火)  ところ／小河原ｾﾒﾝﾄ工業㈱

　組合と茨城大学工学部都市システム工学科で共同開発(民学)したガードレール用

　基礎ブロックが国土交通省の新技術情報提供システム(NETIS)に登録されました。

　　次のステップとしては､茨城県新技術情報提供データベース(IT´S)への登録をす

　るべく準備を進めています。

 他にも

LBがネットで人気急上昇

平成14年(2002年)に開発し､21年間公共工事で使用されています「基礎付歩車
道境界ブロックLB斜」反射板付の形状が独特で､ネットで話題となり､人気上昇

ワードになっているそうです。ネット配信会社よりの取材依頼があり驚いているし
だいです。まだ､配信日は未定ですが､情報解禁になりましたら改めてお知らせ

致します。

～IT´Sへ登録申請予定

ガードレール用基礎ブロック IGK

底版幅ごとの

最低連結長は

B＝800(15m)、

B＝1000(10m)、

B＝1100(8m)

道路土工 擁壁工指針(平成24年現

行版)に基づき開発し、現行の基準

を全てクリアしている。

ﾌﾞﾛｯｸの前面がﾌﾗｯﾄで見

た目がスッキリしている。

長ﾎﾞﾙﾄでの連結なのでｺ

ﾝｸﾘｰﾄ打設が不要であ

り、施工性が良い。

形状が画期的

(新規性あり)

組合製品(多数

のﾒｰｶｰ製造)で
安定供給

特許登録

済！

状が画期的(新規性あり)
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形状が独特との理由です。


